


























　2016年度秋学期開講の「看護学」全15回の授業のうち10月～ 11月にかけての 4 回でPBLの実践を行った。
2.3.対象
2.3.1.実践参加学生
　「看護学」を履修している 1 年生47名、 2 年生10名の合計57名が本実践に参加した。参加に当たり、
学生には事前にPBLテュートリアル教育の概要、本実践における学習目標、学習課題、スケジュール、評
価、およびPBL学習のための 6 つアドバイスについてガイダンスを行った（資料 1-1、2、3）。
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2.3.2テュータ








喘息、糖尿病の疾患を持った小学生の 3 事例を用いて実践を行った（資料 1-2）。
2.4.2.方法
　グループ編成は 3 つの事例ごとの学生の希望を優先して行った。尚、 2 年生10名については 1 年生と
同様に希望を優先し 2 名ずつ 5 つのグループに配置した。









習成果をA4用紙 1 枚にまとめ、まとめた資料をグループ員全員にコピーし配布した。 2 回目以降は学生














問項目 1 ～ 6 ）、認知・問題解決能力（質問項目 7 ～ 9 ）、および協調性（質問項目10 ～ 13）の13項目
である。質問項目を「思わない（ 1 点）」、「あまり思わない（ 2 点）」、「思う（ 3 点）」、「とてもそう思う

































1  患者に何かしたいと思える。 46（97.9%） 3.5
2  患者に起こっていることを理解したいと思える。 47（100.0%） 3.6
3  自分で学習課題を見出すことができる。 39（83.0%） 2.9
4  自分で学習計画が立てられる。 31（66.0%） 2.8
5  学習計画に沿って学習ができる。 27（57.4%） 2.5
6  課題達成にむけて文献検索ができる。 42（89.4%） 3.2
7  既知の知識を活用することができる。 40（85.1%） 3.0
8  課題達成に向けて知識を統合することができる。 41（87.2%） 3.0
9  患者に起こっていることが理解できる。 42（89.4%） 3.0
10 自分の課題についてグループ員に分かりやすくプレゼンテーションできる。 39（83.0%） 3.0
11 グループ討議で自分の考えを広めたり深めたりすることができる。 43（91.5%） 3.1
12 グループ内で自己の役割を果たすことができる。 45（95.7%） 3.3
13 納得のいくグループ活動成果を得ることができる。 45（95.7%） 3.2
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